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A

華
麗
な
る
宮
廷
文
化 

　
近
衞
家
の
国
宝 

　
京
都
・
陽
明
文
庫
展 

               

　
近
衞
家
は
摂
関
政
治
の
栄

華
を
謳
歌
し
た
藤
原
氏
の
嫡

流
で
す
。
五
摂
家
の
筆
頭
格

と
し
て
江
戸
時
代
末
期
に
至

る
ま
で
宮
廷
貴
族
の
中
心
で

あ
り
つ
づ
け
た
こ
と
か
ら
、

同
家
に
は
貴
重
な
書
跡
、
典

籍
、
古
文
書
や
美
術
工
芸
の

名
品
が
数
多
く
所
蔵
さ
れ
ま

し
た
。
本
展
覧
会
で
は
「
御

堂
関
白
記
」
（
国
宝
）
の
ほ

か
気
品
漂
う
歴
代
天
皇
の
宸

筆
を
は
じ
め
と
す
る
書
の
至

宝
や
陽
明
文
庫
が
所
蔵
す
る

近
衞
家
伝
来
の
名
宝
の
数
々

を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

会
期
　
４
月
15
日
〜 

　
　
　
６
月
８
日 

会
場
　
九
州
国
立
博
物
館 

観
覧
料
　
一
般
１
、
５
０
０

円
（
１
、
３
０
０
円
）
高
大

学
生
１
、
０
０
０
円
（
８
０

０
円
）
小
中
生
６
０
０
円
（
４

０
０
円
）（
　
）内
は
前
売
り 

A

卒
寿
記
念
「
藤
城
清
治 

　
光
と
影
の
世
界
展
」 

      

　
光
と
影
で
幻
想
的
な
世
界

を
生
み
出
す
「
影
絵
」
を
芸

術
と
し
て
浸
透
さ
せ
た
影
絵

作
家
の
第
一
人
者
、
藤
城
清

治
の
世
界
を
紹
介
す
る
も
の

で
、
福
岡
市
で
は
初
の
本
格

的
な
展
覧
会
と
な
り
ま
す
。

様
々
な
技
術
や
技
法
を
駆
使

し
て
創
り
上
げ
た
光
と
影
の

華
麗
な
影
絵
の
数
々
に
、
藤

城
自
身
が
福
岡
を
テ
ー
マ
に

描
い
た
新
作
を
含
め
約
２
０

０
点
を
展
示
し
ま
す
。 

会
期
　
３
月
21
日
（
祝
・
金
）

　
　
〜
５
月
11
日（
日
） 

会
場
　
福
岡
市
博
物
館 

観
覧
料
　
一
般
１
、
４
０
０

円
（
１
、
２
０
０
円
）
高
大

生
８
０
０
円
（
６
０
０
円
）

小
中
生
５
０
０
円
（
３
０
０

円
）（
　
）内
は
団
体
料
金 

A

筝
・
尺
八
コ
ン
サ
ー
ト 

　「
春
風
の
韻
（
ひ
び
き
）
」 

 

　 

優
雅
な
深
い
味
わ
い
〜
筝
・

三
弦
演
奏
家
／
宮
本
直
美
、

尺
八
・
土
笛
演
奏
家
／
山
崎

箜
山
に
よ
る
和
の
調
べ
を
ご

堪
能
く
だ
さ
い
。 

           

　
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
〜
四
季

の
日
本
古
謡
・
六
段
の
調
・
春

の
う
た
・
春
の
海
・
見
上
げ
て

ご
ら
ん
夜
の
星
を
…
ほ
か
。 

 

日
時
　
４
月
６
日
（
日
） 

　
　
　
開
演
15
時 

会
場
　
お
り
な
す
八
女 

 

入
場
料  

一
般
１
、０
０
０
円 

 

主
催
　
お
り
な
す
八
女
文
化

事
業
振
興
会
・
八
女
市 

 

■
各
イ
ベ
ン
ト
共
抽
選
に
よ

り
ペ
ア
５
組
の
方
へ
招
待
券

プ
レ
ゼ
ン
ト 

希
望
の
方
は
イ
ベ
ン
ト
名
を

明
記
の
上
㈱
東
兄
弟
宛
ハ
ガ

キ
で
応
募
下
さ
い
。 

締
め
切
り
・
４
月
10
日
。 

箏
・
尺
八
コ
ン
サ
ー
ト
の
み

４
月
４
日
締
め
切
り
。
チ
ケ

ッ
ト
は
㈱
東
兄
弟
へ
取
り
に

来
れ
る
人
に
限
り
ま
す
。 

　心地よい春風に誘われてド

ライブ途中、今や数少なくな

った喫茶店に立ち寄りました。

飾らない、気取らない、八女

にはどこにでもいそうな世話好きタイプのお姉さん、角光さんがオー

ナーです。開店して一年半、どんなお客さんが見えますか？喫茶店全

盛時代を知る60～70才世代の方、近所のおばちゃん達がおしゃべりに、

親子連れ、バイク乗りがツーリングの帰りに…要するに色んな人たち

に利用されているってこと…。店の一押しは？筍カレー￥500、生姜

焼定食￥600が人気です。角光さんのもう一つの顔は、ハーレースポ

ーツスターを所有する女性ツアラーである。バイクの魅力は？座禅の

心境というか「無心」になれる所です。運転中あれこれ考えていたら

事故ります。（仲々奥が深そう）店内には関連の写真やグッズがさり

げなく置いてある。店奥には手づくり雑貨や小物、八女茶等所狭しと

並び、オーダーが出来る間覗くのも楽しそう。一休みしたら今の時期

矢部川畔の桜や新緑の樹 

林を散策するのも心癒さ 

れることだろう。 

ふ
る
さ
と
の
伝
統
行
事 

④ 

立花町下辺春国道3号線沿 
TEL 0943-37-1711

４
月
の
道
の
駅
た
ち
ば
な 

 

　
雛
祭
り 

 

　
旧
暦
の
三
月
三
日
は
、
新

暦
で
繰
れ
ば
三
月
下
旬
に
も

当
た
り
ま
し
ょ
う
か
。
桜
も

綻
び
は
じ
め
、
人
々
は
花
に

浮
か
れ
て
陽
気
に
な
り
ま
す
。

春
風
駘
蕩
・
桜
花
爛
漫
・
水

温
み
春
光
う
ら
ら
な
ど
、
待

ち
わ
び
て
い
た
春
を
謳
歌
す

る
言
葉
は
数
多
い
の
で
す
。

　
三
月
の
桃
の
節
句
は
古
来

女
児
を
祝
う
雛
祭
り
で
、
き

ら
び
や
か
な
行
事
が
繰
り
広

げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

　
「
節
句
ダ
ケ
ハ
　
昔
ト
比

ベ
テ
　
ダ
ン
ダ
ン
賑
ヨ
ー
テ

キ
タ
ナ
ヤ
」
「
ウ
ン
　
ソ
ー

ナ
イ
。
初
手
ハ
　
ヒ
ー
ナ
サ

ン
デ
ン
　
馬
糞
紙
カ

　
薄
カ
板
ニ
　
内
裏

サ
ン
バ
　
張
ッ
付
ケ

タ
ッ
　
ジ
ャ
ッ
ツ
ロ

ガ
…
…
」
色
布
を
敷

い
た
雛
檀
に
、
竹
の

心
棒
の
つ
い
た
内
裏
・

官
女
・
五
人
囃
子
な

ど
の
張
り
雛
を
立
て

て
飾
る
の
で
す
。
所

に
よ
っ
て
は
、
羽
子

板
に
高
砂
や
桃
太
郎
・

花
咲
爺
・
浦
島
太
郎

と
乙
姫
な
ど
を
張
り

付
け
た
押
し
絵
羽
子
板
を
飾

る
家
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

ら
は
す
べ
て
、
嫁
の
里
か
ら

外
孫
の
お
祝
い
と
し
て
贈
る

仕
来
た
り
だ
っ
た
の
で
す
。 

　
和
紙
を
桜
花
型
に
切
り
抜

い
て
張
り
付
け
た
花
傘
を
つ

け
た
も
の
で
す
。
そ
の
中
に

模
様
鮮
や
か
な
毬
を
下
げ
て
、

雛
壇
の
両
端
を
飾
る
の
で
す
。

と
に
か
く
ひ
い
な
さ
ん
以
外

は
す
べ
て
手
づ
く
り
な
の
で

す
。
手
づ
く
り
―
こ

れ
は
孫
の
節
句
を
祝

っ
て
や
る
婆
さ
ん
の

何
よ
り
の
贈
り
物
で

あ
り
、
ま
た
冬
の
夜

長
の
よ
な
べ
の
楽
し

み
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
「
正
月
過
ギ
ッ
ト

　
直
グ
取
リ
掛
カ
リ

ョ
リ
マ
シ
タ
バ
ノ
」
。 

　
ひ
ま
ひ
ま
に
手
毬

を
編
み
、
ふ
つ
を
摘

み
、
白
酒
を
仕
込
み

ま
す
。
子
供
の
健
や

か
な
成
長
を
祝
う
行

事
に
は
丹
精
が
こ
も

っ
た
も
の
で
す
。 

　
季
節
に
ち
な
ん
で
桃
の
節

句
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
桃

が
満
開
で
す
。
客
の
お
膳
の

上
に
据
え
た
菱
餅
の
間
や
燗

徳
利
の
口
に
、
桃
の
小
枝
を

添
え
ま
す
。
ふ
つ
の
菱
餅
・

あ
さ
じ
げ
の
吸
い
物
・
わ
け

ぎ
の
な
ま
す
が
付
き
も
の
で

し
た
。
―
宴
に
は
早
春
の
香

り
が
ぷ
ん
ぷ
ん
し
た
も
の
で

す
。 

　
「
今
ハ
　
ド
ケ
呼
バ
レ
タ

ッ
チ
ャ
　
オ
ゴ
ッ
オ
ハ
　
鉢

盛
リ
ト
握
り
鮨
バ
イ
」
「
白

酒
ン
代
ワ
リ
ニ
ャ
ビ
ー
ル
デ

エ
ー
ク
ラ
ウ
ト
　
カ
ラ
オ
ケ

デ
　
賑
ケ
ー
テ
…
…
」
。 

　
早
春
の
雰
囲
気
を
盛
り
上

げ
た
座
敷
で
、
三
段
重
ね
の

朱
盃
で
三
献
、
や
お
ら
威
儀

を
正
し
て
「
な
ほ
喜
び
の
盃

の
…
…
」
と
、
謡
か
ら
は
じ

ま
る
昔
の
祝
着
至
極
の
宴
は

影
を
ひ
そ
め
て
き
た
よ
う
で

す
。 

 

内
山
一
兄
・
郷
田
敏
男
共
著 

「
八
女
の
方
言
」
よ
り  

ベターホームの楽しいcooking

ポテサラとソーセージのポケットサンド 

① じゃがいもは半分に切り、切り口を下にして皿に
　 のせる。電子レンジで約３分加熱して皮をむく。
　 にんじんは半分に切ってラップに包み、約１分加
　 熱する。熱いうちに一緒につぶし、塩、こしょう
　 をふって混ぜる。あら熱がとれたら、マヨネーズ
　 を混ぜる。 
② ソーセージは縦半分に切って切りこみを入れ、フ
　 ライパンで軽くいためる。 
③ パンに切りこみを入れる。サラダ菜、①、②を半
　 量ずつはさむ。同様にもう１個作る。 

材　　料（２個分） 作　り　方 

厚切りのパン……………２枚 

ウィンナーソーセージ…２本 

サラダ菜…………………２枚 

じゃがいも…… 小1個（100g） 

にんじん………………… 30g 

塩………………… 小さじ1/8 

こしょう………………… 少々 

マヨネーズ……大さじ1と1/2

【料理本】 

お弁当がすぐできる、 

便利なおかずより 

￥１２９６（税込） 

本のカタログは、送料無料でお届け。お気軽にご請求ください。 
〒810-0001中央区天神2－13－17　ベターホーム宛 

● ベターホームの本のお申込みは、電話、ＦＡＸ、インターネットで受付中。 
　1092-714-2411　FAX092-711-7830　　ＵＲＬ  http://www.betterhome.jp　 
 

おかずのタネ 
￥１２９６（税込） 

こちらも 
好評 
発売中 

サービスクーポン 
この券持参の方に 
風の道珈琲 

400円を50円引き 

CAFE風の道 
平成26年 
４月末日迄有効 

    CAFE　風の道 
　 立花町山崎国道3号線 
　 矢部川馬場鉄橋を南へ50m 
　 tel24-9288 
　 open11：00～19：00 
　 定休　月曜日 

四季花鳥図屏風　酒井抱一筆　江戸時代　文化13年（1816） 
展示期間：全期間　陽明文庫所蔵 

「アリスのハート」2005年○Seiji Fujishiro/Horiproｃ 


